
ＳＲＣのための調査活用セミナー
●開催日：2024年5月21日（火）

●会 場：WEB開催

●講 師：（公社）国際経済労働研究所

  研究員 向井 有理子

この度は「SRCのための調査活用セミナー」にご参加いただき、誠にありがとうございました。

セミナー終了後に参加者の皆様にご記入いただいたアンケートをまとめましたので、開催結果としてご報告いたします。

（出席者：12人 回答者数：11人）

講師のレクチャーは
わかりやすかったですか？

今回のセミナーへの期待は
大きかったですか？

セミナー全体として満足
されましたか？

今後同様のセミナーがあれば、
他の組合員（役員）も参加させ
たいですか？

SRC研修コース 

～開催結果のご報告～

株式会社 応用社会心理学研究所
（事務局：末田、藤原）                                

〒540-0031
大阪市中央区北浜東1-8 北浜東森田ビル５F

Tel：06-6941-2171 Fax：06-6941-2081  

【事務局より】 今回のセミナーは、6組織12名の方にご参加いただきました。WEB
上ではありながら、講師とのやり取り、グループワークを通しての組織間の交流・意見
交換が良かったとのご意見もいただけました。組織内での調査設計・分析・アクショ
ンに生かしていただけると幸いです。なお、この調査活用セミナーは、単組単位での
開催も可能です。支部役員の皆さんのアンケート活用スキル向上など、様々なご要
望に対応いたしますので、お気軽にご相談ください。

•役員として調査結果に対してどうアプローチしてどうアクションしてい

くべきか確認が出来て良かった。

• 調査結果からのアクションについて具体的にどのような見方をしていくか

改めて確認ができて勉強になりました。

•社会現実についてはコントロールできる。これらを念頭に置き行動・実行

が必要だと気づかせてい頂けたと思います。

•意識調査に向けて質問事項を作成する時に、気を付けなければならない

点に気づいた。

• 調査項目の内容によって伝わり方が変わるので今後、調査する際は伝え方に

注視する。

• 何でも自分達で考えることを職場に押し付け過ぎている気がする。もう少し、

職場任せではなく執行部側で意識調査結果の分析をしっかり実施する必要

があると感じた。

• 今後の活動でアンケートを取る機会は大いにあるので、設問の聞き方に

気を付けられたらと思う。

•意識調査_設計フェイズや質問紙の構成は参考になりました。

• 意識調査の心得、プロセスについて、理解できました。

•結果の背景を考察し、その要因に対してアクションしてくことを実践し

ていきたい。

• 調査結果を活用したワークを他労組の方と一緒に行えたのは、新しい視点

に触れることが出来たのが良かったです。

• 意識調査結果分析からアクションまでの事例をもう少し詳細に紹介いただける

とイメージが湧いて良いと思った。
その他にも様々なご意見をいただきました。

ありがとうございました。

■アンケート集計 ■感想コメント（気づき・ご意見など）

【残席あります】 ON・I・ON2入門セミナー 6月6日（木）大阪会場 ⇒ ⇒

当日の様子
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